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※１万円未満は四捨五入

合計２38億 5千万円

義務的経費
合計
１０６億５千８２４万円
４４．７％

投資的経費
合計

３７億６千７６５万円
１５．８％

その他の経費
合計
９４億２千４１１万円
３９．５％

人件費
　54億4千112万円  22.8％
職員給与、共済組合負担金、
議員報酬等
扶助費
　41億2千115万円  17.3％
児童福祉、高齢者福祉、生活保護など

公債費
　10億9千597万円  4.6％
地方債の元金・利子償還金

積立金
　1億5千338万円  0.6％
財政調整基金積立金など

予備費　1億円  0.4％

維持補修費
　1億7千678万円  0.7％
道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

普通建設事業費
　37億6千714万円  15.8％
道路・公共施設等の建設費

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

災害復旧事業費
　51万円  0％

投資及び出資金・貸付金
　2億4千735万円  1.0％
奨学資金貸付金、高齢者等住宅整備
資金貸付金、中小企業融資資金貸付金など
繰出金　5億8千8万円  2.5％
公営企業会計へ一般会計から支出するお金
経常的繰出金
　13億3千998万円  5.6％
介護保険、国民健康保険等の特別会計へ
一般会計から支出するお金
補助費等　22億3千770万円  9.4％
補助金、交付金、負担金など
物件費　45億8千884万円  19.3％
委託料、需用費など

一般会計　支出

　３月定例会は、２月20日から３月26日までの35日間の日程で開
催されました。
　条例の制定３件、条例の一部改正15件、市道の変更・認定２
件、基本協定の変更１件、平成26年度補正予算８件、平成27年度
予算７件、計36件の議案について審議しました。そのほか、専決
処分の報告が２件ありました。

3月3月3月
定例会定例会定例会

　
平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

議
会
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
各
事
業
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
３
月
定
例

会
最
終
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
に
お
い

て
、
支
出
で
は
、
安
全
安
心
な

生
活
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

ひ
ら
か
わ
健
康
福
祉
支
援
室
の

開
設
、
生
活
困
窮
者
へ
の
自
立

支
援
事
業
な
ど
と
合
わ
せ
、
交

流
人
口
・
定
住
人
口
増
を
見
据

え
た
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
新

規
事
業
と
し
て
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
浦
駅
舎
・
袖
ケ
浦

駅
舎
整
備
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
土

地
区
画
整
理
事
業
、
奈
良
輪
雨

水
ポ
ン
プ
場
整
備
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
建
設
事

業
費
が
ピ
ー
ク
を
越
え
た
こ
と

か
ら
、
全
体
で
22
億
７
千
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ツ
イ
ッ
タ
ー
投
稿
機
能
連
携
委

託
◆
地
域
活
性
化
推
進
事
業

◆
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

◆
消
防
団
詰
所
建
替
え
工
事

◆
各
公
民
館
非
構
造
部
材
点
検
委

託
◆
自
立
相
談
支
援
事
業

◆
ひ
ら
か
わ
健
康
福
祉
支
援
室
管

理
運
営
事
業

◆
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策

事
業

◆
地
域
型
保
育
給
付
事
業

◆
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
金

◆
外
国
語
ご
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
翻

訳
印
刷

◆
商
品
開
発
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支

援
業
務
委
託

◆
東
京
ド
イ
ツ
村
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
袖
ケ
浦
市
イ
ベ
ン
ト

負
担
金

◆
橋
梁
補
修
事
業

◆
空
き
家
対
策
事
務
費

◆
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託

主
な
新
規
事
業

平
成
２７
年
度
予
算
を
可
決

　
　
　
建
設
事
業
費
は
一
段
落

　
　
　
　
前
年
比
２２
億
７
千
万
円
減
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※１万円未満は四捨五入

合計２３８億 ５千万円

自主財源
合計
１５５億
９千８７４万円
65.4%

依存財源
合計
８２億
5千126万円
34.6％

市税
　128億464万円  53.7％
市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰入金　9億4千969万円  4.0％
財政調整基金などの預金を取り
崩したお金
分担金及び負担金
　5億4千209万円  2.3％
保育料、小中学校給食費等負担金など
使用料及び手数料
　4億8千820万円  2.0％
幼稚園等の使用料、住民票等交付手数料、
ごみ処理手数料など
諸収入
　4億8千741万円  2.0％
講座受講料、不燃物売却代、
健康診断自己負担分、預金利子、
受託事業収入など
繰越金　3億円  1.3％
前年度から繰り越されるお金
財産収入等　2千471万円  0.1％
市有財産貸付収入、基金利子など
寄付金　200万円  0.0％

その他
　3億4千212万円  1.4％
地方特例交付金、地方交付税など

地方譲与税
　3億5千万円  1.5％
国が徴収した特定の税から
分配されるお金
地方消費税交付金
　10億円  4.2％
地方消費税の一部が県から交付
されるお金
県支出金
　14億7千235万円  6.2％
市の事業に対し県から交付されるお金

市債
　18億1千030万円  7.6％
国や銀行から長期に借り入れるお金

国庫支出金
　32億7千649万円  13.7％
市の事業に対し国から交付されるお金

＊自主財源：市が自主的に収入する財源　＊依存財源：国や県から定められた額を収入する財源

一般会計　収入

　

収
入
予
算
の
半
分
以
上
を
占

め
る
市
税
は
、
前
年
度
当
初
予

算
比
約
０
・
１
％
の
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
で
は
、
市
税
の

当
初
予
算
額
と
決
算
額
の
差
が

大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
算

段
階
で
市
民
の
危
機
感
を
煽
る

こ
と
が
な
い
よ
う
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
か
ら

は
、
予
算
見
込
み
を
よ
り
精
査

す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
実
施

計
画
で
は
、
通
常
３
カ
年
の
み

の
※

財
政
フ
レ
ー
ム
に
加
え
５

カ
年
分
も
作
成
し
て
、
今
後
の

見
通
し
を
立
て
て
策
定
を
進
め

て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

※
財
政
フ
レ
ー
ム

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
収
入
と

支
出
の
見
込
み
を
推
計
し
た
も

の
で
、
今
後
の
事
業
計
画
を
進

め
る
た
め
の
重
要
な
試
算
。

145億

140億

135億

130億

125億

141億2598万

133億6872万 134億2053万 133億210万
131億6750万

130億938万 127億58万 127億3291万 127億9424万
128億464万

144億1155万

136億4704万
134億3751万

132億8696万 132億1711万 133億7947万

138億4992万

決算額
当初予算額

0
Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

141億7972万

▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲ ▲ ▲

▲

▲

市税の推移（当初予算額と決算額） （円）

堅実予算を維持するも
厳しい財政状況は続く

一般会計予算 238億5千万円

市
税
収
入
微
増
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Q
ど
の
よ
う
な
方
法
で
商

品
を
開
発
す
る
の
か
。

A
市
内
産
の
農
畜
産
物
を

活
用
し
た
料
理
、
ス

イ
ー
ツ
な
ど
各
５
点
以

上
を
開
発
予
定
で
す
。

今
回
は
首
都
圏
で
活
躍

し
て
い
る
シ
ェ
フ
に
レ

シ
ピ
の
開
発
を
お
願
い

し
ま
す
。

Q
商
品
の
開
発
に
つ
い
て
、

市
内
業
者
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
く
よ
う
促
す

方
策
は
。

A
産
業
振
興
懇
談
会
を
設

置
し
、
各
農
商
工
観
光

の
メ
ン
バ
ー
で
意
見
を

出
し
合
い
、
進
め
ま
す
。

Q
地
元
で
開
発
を
行
わ
な

い
の
か
。

A
農
畜
産
物
の
食
材
は
懇

談
会
な
ど
で
選
定
し
て

提
案
し
ま
す
。
調
理
方

法
に
つ
い
て
首
都
圏
で

活
躍
す
る
シ
ェ
フ
に
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。

Q
袖

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

よ
う
に
市
内
の
人
で
開

発
し
て
い
く
こ
と
は
検

討
し
た
の
か
。

A
袖

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

は
優
勝
し
た
ホ
ワ
イ
ト

ガ
ウ
ラ
ー
メ
ン
を
広
め
、

Q
地
域
活
性
化
推
進
事
業

補
助
金
と
は
。

A
市
民
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ

り
の
見
直
し
に
よ
る
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
で
、
市
内
５
つ
の
自

治
連
絡
会
で
行
う
イ
ベ

ン
ト
等
に
対
し
、
上
限

40
万
円
で
、
事
業
費
の

３
割
を
補
助
し
ま
す
。

Q
こ
の
事
業
は
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。

A
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
Ｈ
28
年
度
以
降

は
予
算
編
成
時
期
に
合

わ
せ
、
各
地
区
か
ら
活

動
要
望
を
聞
き
な
が
ら

予
算
編
成
し
て
い
き
ま

す
。

Q
各
自
治
会
な
ど
で
行
っ

て
い
る
夏
祭
り
な
ど
も

対
象
に
な
る
の
か
。

A
各
地
区
自
治
連
絡
会
が

主
催
又
は
共
催
の
場
合

の
み
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

Q
末
端
の
自
治
会
に
話
が

通
っ
て
い
な
い
。
Ｈ
27

年
度
は
初
年
度
の
た
め
、

柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し

い
。

A
各
地
区
自
治
連
絡
会
で

企
画
立
案
す
る
の
に
時

Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
市
外
の
方
と

い
う
違
う
視
点
か
ら
袖

ケ
浦
の
魅
力
を
発
見
し

て
、
商
品
の
開
発
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
お
け
る
産
業
活
性
化

の
意
図
は
。

A
地
域
活
性
化
、
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
玉
と

し
て
、
農
商
工
観
光
の

連
携
を
目
指
し
ま
す
。

Q
レ
シ
ピ
の
お
披
露
目
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
イ
ベ
ン
ト
は

単
発
か
継
続
か
。

A
商
品
を
新
規
開
拓
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、
Ｈ
27
年
度
の
み
の

開
催
で
す
。

Q
普
及
す
る
た
め
に
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
を
考
え

な
い
か
。

A
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
メ

デ
ィ
ア
に
情
報
を
投
げ

か
け
ま
す
。

間
を
要
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｈ

27
年
度
の
補
助
対
象
は

Ｈ
28
年
度
の
実
施
を
見

込
ん
で
組
織
を
立
ち
上

げ
た
場
合
も
対
象
に
す

る
予
定
で
す
。

Q
今
か
ら
で
も
周
知
す
る

場
を
設
け
な
い
か
。

A
４
月
に
自
治
連
総
会

や
理
事
会
が
あ
る
の
で
、

再
度
説
明
を
行
い
ま
す
。

Q
事
業
の
周
知
は
役
員
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
も

周
知
し
た
方
が
良
い
の

で
は
。

A
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
活
用
し
、

役
員
だ
け
で
な
く
、
各

種
団
体
の
目
に
と
ま
る

よ
う
に
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

平成27年度予算

　出口市政２期目の最終予算編成、また、第２期実施計画の総仕上げの節目となる平成27年度予
算に対し、予算審査特別委員会では、新規事業や施政方針に関係した予算に質疑が集中しました。
質疑の多かった新規事業を抜粋して掲載します。

メイン料理・スイーツ・お土産のレシピを開発　市内飲食店等へのレシピ普及活動の実施

地域コミュニティの推進で横の繋がりを強化　各地区自治連絡会の主催・共催事業に対する補助金

商品開発プロモーション事業　571万円

地域活性化推進事業　200万円

A

メイン料理・スイーツ・お土産のレシピを開発　市内飲食店等へのレシピ普及活動の実施

気になる新規事業

自治連主催、共催のイベントが対象

市内農畜産物を使って
レシピ開発
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Q
橋き
ょ
う
り
ょ
う梁
補
修
事
業
の
内

容
は
。

A
Ｈ
27
年
度
は
、
橋
き
ょ
う
り
ょ
う梁

長
寿
命
化
計
画
に

沿
っ
て
、
槍
水
橋
と

外
野
橋
の
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

Q
富
川
橋
が
架
け
換
え

中
。
槍
水
橋
の
工
事

と
重
な
る
が
対
策
は
。

A
槍
水
橋
の
補
修
工
事

は
片
側
交
互
通
行
で

行
い
ま
す
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
で
、

本
市
へ
寄
付
さ
れ
た

件
数
と
金
額
は
。
ま

た
、
袖
ケ
浦
市
民
が

他
の
自
治
体
へ
寄
付

し
た
件
数
と
金
額
は
。

A
本
市
へ
の
寄
付
に
つ

い
て
、
Ｈ
20
年
度
に

１
件
３
万
円
。
Ｈ
26

年
度
に
２
件
６
万
円

で
す
。
市
民
か
ら
、

他
自
治
体
へ
の
寄
付

は
、
Ｈ
25
年
度
に
約

103
万
８
千
円
で
し
た
。

Q
外
国
人
向
け
ご
み
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の

狙
い
は
何
か
。

A
外
国
の
方
に
も
ゴ
ミ

出
し
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
版
を
各

１
千
部
作
成
予
定
で

す
。

Q
希
望
者
に
の
み
配
布

す
る
の
か
。

A
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
に
配
布
し
ま
す
。

全
戸
配
布
は
し
ま
せ

ん
。

Q
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放

映
委
託
料
が
無
く

な
っ
た
が
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
と
の
連
携

を
始
め
る
た
め
か
。

A
Ｈ
27
年
度
は
大
き
な

行
事
が
無
い
た
め
委

託
を
行
い
ま
せ
ん
。

情
報
発
信
手
段
と
し

て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

動
画
共
有
サ
イ
ト
を

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Q
市
民
意
識
調
査
で
、

市
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
い

る
人
が
26
・
1
％
。

４
人
に
１
人
し
か
見

て
い
な
い
。
ど
う
考

え
る
か
。

A
26
・
1
％
は
か
な
り

低
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
の

で
、
市
の
広
報
等
で

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

れ
ま
す
。
相
談
者
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ヘ
行

く
際
に
相
談
員
も
同

行
し
ま
す
。
そ
の
後

も
履
歴
書
の
書
き
方

や
模
擬
面
接
な
ど
を

実
施
し
て
、
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

Q
防
犯
カ
メ
ラ
を
ど
こ
に

設
置
す
る
の
か
。

A
ま
だ
最
終
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
昭
和
地

区
や
長
浦
地
区
、
駅

周
辺
な
ど
候
補
地
は

上
が
っ
て
い
ま
す
。

Q
防
犯
カ
メ
ラ
が
監
視

カ
メ
ラ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
防
犯
の
視
点

か
ら
も
カ
メ
ラ
の
存

在
を
示
す
べ
き
で
は
。

A
犯
罪
抑
止
力
が
あ
る
た

め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
運
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
自
立
相
談
支
援
事
業

の
人
件
費
は
何
人
分

か
。

A
相
談
員
２
名
分
で
す
。

Ｈ
26
年
度
は
生
活
保

護
の
相
談
員
と
し
て

１
名
の
常
駐
で
し
た

が
、
Ｈ
27
年
度
か
ら

２
名
と
な
り
、
生
活

困
窮
者
に
対
し
自
立

支
援
の
相
談
事
業
を

行
い
ま
す
。

Q
生
活
保
護
に
な
る
前

に
迅
速
な
対
応
が
必

要
だ
が
、
対
策
は
。

A
就
労
支
援
に
力
を
入

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長	

佐
藤　

麗
子

副
委
員
長	

在
原　

直
樹

委
員	

笹
生　

典
之

	

緒
方　

妙
子

	

村
田　
　

稔

	

鈴
木　

憲
雄

	

佐
久
間　

清

	

篠
﨑　

龍
夫

	

笹
生　
　

猛

	

田
邊　

恒
生

	

福
原　

孝
彦

	

篠
﨑　

典
之

予算審査特別委員会での質疑は抜粋して掲載しています。
そのほかの質疑については、６月頃からホームページで
会議録の閲覧ができますので、ぜひご覧ください。

リニューアルしたホームページの活用
ツイッターや動画共有サイトを活用して情報発信強化生活困窮者へ自立を支援

橋
きょうりょう

梁補修事業� 1千29万5千円

ふるさと納税制度のＰＲ強化と
特産品贈呈� 100万円

外国人向けごみガイドブック
作成� 57万5千円

広報関係事務費� 379万2千円自立相談支援事業　908万6千円

街頭防犯カメラ設置　101万2千円

リニューアルしたホームページ
地域福祉課にて相談できます
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平成27年度予算 特別会計

16億900万円増 特別会計 147億3千万円
水道事業会計 28億400万円

平成27年度の特別会計及び水道事業会計予算についても、予算審査特別委員会及び本会議において審議し、
可決しました。※特別会計とは、一般会計に対し、特定事業など収入・支出を個別に処理する会計のことです。

水
道
会
計

Q
４
市
の
統
合
、
広
域
化
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
Ｈ
26
、
27
年
度
で
基
本
計
画

を
作
成
し
、
Ｈ
28
年
度
中
に

統
合
基
本
協
定
締
結
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
27
年
度

か
ら
本
格
的
な
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
４
市

の
財
政
調
整
や
出
資
金
の
調

整
、
水
道
料
金
を
ど
う
す
る

の
か
を
協
議
し
ま
す
。
Ｈ
26

年
度
は
４
市
の
水
道
施
設
や

管
路
の
老
朽
化
の
程
度
、
人

口
推
移
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ

を
ま
と
め
ま
し
た
。

Q
広
域
化
は
い
い
こ
と
だ
が
、

地
域
差
が
非
常
に
大
き
い
、

袖
ケ
浦
市
が
デ
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
、
水
道
料
金
が
高
く
な

る
の
で
は
。
考
え
方
を
伺
う
。

A
覚
書
に
は
、
統
合
の
効
果
が

構
成
団
体
す
べ
て
に
享
受
で

き
る
よ
う
努
め
る
旨
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
袖
ケ
浦
市
は

老
朽
管
の
更
新
も
進
ん
で
い

る
た
め
、
他
市
の
事
業
が
行

わ
れ
、
料
金
だ
け
が
高
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
説
明
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
り
を

注
目
し
な
が
ら
協
議
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
看
護
師
や
保
健
師
等
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
訪
問
後
、

チ
ー
ム
会
議
で
対
象
者
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

Q
今
回
は
、
前
回
約
700
円
の
値

上
げ
よ
り
は
少
額
だ
が
上

が
っ
て
い
る
。
な
ん
ら
か
の

補
て
ん
措
置
は
で
き
な
い
の

か
。

A
介
護
保
険
制
度
は
保
険
料
と

国
、
県
、
市
で
支
え
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
つ
い
て
は
基
本
的
な
考
え

を
逸
脱
し
て
ま
で
の
繰
り
入

れ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

単
な
る
手
伝
い
で
は
な
く
、

社
会
参
加
と
し
て
捉
え
て
い

た
が
、
説
明
会
で
周
知
し
て

い
る
の
か
。

A
受
け
入
れ
先
の
事
業
者
に
は

も
ち
ろ
ん
説
明
は
し
て
い
ま

す
が
、
一
般
向
け
の
説
明
会

で
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

会
合
や
広
報
な
ど
で
趣
旨
の

説
明
を
検
討
し
ま
す
。

国
保
会
計

Q
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
の
歳
入
・
歳
出
が
共
に
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

A
医
療
費
の
急
激
な
上
昇
な
ど

の
リ
ス
ク
緩
和
の
た
め
に
国

保
連
合
会
が
行
う
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
Ｈ
27
年
度
か
ら

対
象
と
な
る
医
療
費
が
拡
大

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
増
額
で

す
。

Q
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
本

市
の
利
用
率
は
。

A
Ｈ
26
年
12
月
分
で
48
・
74
％

で
す
。

Q
Ｈ
27
年
度
も
国
保
税
の
値
上

げ
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

A
繰
越
金
及
び
医
療
費
決
算
が

４
月
に
固
ま
る
た
め
、
Ｈ
27
、

28
年
度
の
２
カ
年
を
精
査
し
、

歳
入
不
足
が
予
測
さ
れ
る
場

合
は
改
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

介
護
会
計

Q
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
数

の
実
績
は
。

A
Ｈ
26
年
度
は
14
回
講
習
会
を

開
催
し
、
421
名
で
す
。

平成 27 年度　特別会計予算
会計名 予　算

国民健康保険 82 億 1800 万円

後期高齢者医療 4億 6500 万円

介護保険 37 億　600 万円

農業集落排水事業 6億 7600 万円

公共下水道事業 16 億 6500 万円

平成 27 年度　水道事業会計予算
区　分 収　入 支　出

収益的収支 19 億 7400 万円 19 億 9900 万円

資本的収支 3億 2900 万円 8億　500 万円

※資本的収入額に対して不足する 4億 7600 万円は過年度
損益勘定留保資金及び当年度分消費税及び地方消費税資本
的収支調整額から補てん予定。

前年比

国県交付金による平成26年度 補正予算
地方創生・消費回復市を元気に！

9千255万４千円の増額
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地域消費喚起・生活支援型交付金

地方創生先行型交付金

◆プレミアム付き商品券
　1万円で1万2千円分の商品券を2万2千セッ
ト販売。
　商工会加盟店以外の店舗・サービスでも幅広
く使用可能。「取扱店案内冊子」も作成予定。主
催団体は商工会。
Q ハガキでの抽選になるのか。
A 前回の３千セットから販売数が大幅に増加す
るため、混乱を避けるためハガキでの抽選にな
ります。６月頃を予定しています。
Q 前回のプレミアム付き商品券は、中小商店へ
のメリットが少なかったようだが。
A今回は、中小商店専用のものと大型・中小商
店用の券を組み合わせて販売します。

◆（仮称）袖ケ浦市まち・ひと・しごと 
　創生総合戦略策定事業
　少子化対策、定住促進、雇用の創出などの戦
略を策定
Q 戦略の策定は必要か。子育て応援プランや産
業振興ビジョンと重複するのでは。
A 課題が重なる部分は総合戦略に組み込んでい
きます。

Q地方創生交付金２千 739 万３千円のうち、委託
料が１千 861万円と約半分もあるが。
Aアンケートや映像作成も含んでいます。総合戦略
の委託は人口推計等の調査のためで、戦略自体の作
成は市で行います。

◆袖ケ浦シティプロモーション推進事業
　市のＰＲ映像とパンフレットを作成
QＰＲ映像の内容は。
A 子育て・観光推進・企業誘致・総合版として
４つ作成。それぞれ短縮３分版と、通常 10 分版
を作ります。
Qどこをターゲットとするのか。
A 定住人口・交流人口を目的とするため、若者・
子育て世代をターゲットとします。

◆そでがうらツーリズム推進事業
　袖ケ浦魅力発見ツアー、観光プロモーション
の実施
Qツアーの詳細は。
A 都市住民をターゲットとし、東京駅等発着で
年６回実施予定。内容は、収穫体験を予定して
います。
Q「袖ケ浦のひみつ」の配布先は。
A 都内、横浜の旅行代理店、サービスエリアで
す。横浜駅、川崎駅、品川駅などでも街頭配布
します。

◆子育て情報発信・コーディネート
　促進事業

Q 前回まで行っていたプレミアム付き商品券は、
どのくらいの割合で大型店に集中したのか。
A 平成 25 年度で 82.4% が大型店でした。

◆多子世帯子育て応援券
　H27.4.1 現在 18 歳未満の子どもが３人以上
いる世帯が対象。
　保育サービス等に使用できる応援券を子ども
１人当たり５千円分交付。
　保育、育児サービス、生
活支援サービスなどで使用
可能予定。

国県交付金による平成26年度 補正予算
地方創生・消費回復市を元気に！

9千255万４千円の増額

バスツアーでホウレンソウ
の収穫体験！
季節ごとの魅力発見！

◆椎の森工業団地企業誘致推進事業
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本
案
は
、
介
護
保
険
料
標
準

月
額
で
175
円
の
値
上
げ
を
す
る

も
の
で
す
が
、
今
、
政
府
と
自

治
体
に
は
、
負
担
軽
減
や
介
護

福
祉
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
介

護
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
、
労

働
条
件
の
抜
本
的
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

案
は
介
護
現
場
の
改
善
に
逆
行

す
る
も
の
で
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
は
、
利
用
者
に
も
、
被

保
険
者
に
も
、
介
護
現
場
に
も

負
担
を
大
き
く
す
る
た
め
反
対

し
ま
す
。

　

職
員
が
減
ら
さ
れ
、
１
人
当

た
り
の
仕
事
量
は
増
え
、
仕
事

の
責
任
は
重
く
な
る
一
方
で
給

料
は
上
が
ら
な
い
の
で
は
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
が

り
ま
せ
ん
。
消
費
税
増
税
の
影

響
で
景
気
が
低
迷
す
る
中
、
よ

う
や
く
民
間
企
業
で
賃
金
を
上

げ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
中

で
、
地
域
経
済
を
さ
ら
に
冷
え

込
ま
せ
る
よ
う
な
一
般
職
員
の

賃
金
引
き
下
げ
に
は
反
対
で
す
。

　

要
介
護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
、
第
１
号
被
保

険
者
の
負
担
割
合
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
は
上
昇
し
ま

す
が
、
抑
制
策
や
、
所
得
に
見

合
っ
た
保
険
料
段
階
の
設
定
な

ど
が
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
推
進
を
期
待
し
て

賛
成
し
ま
す
。

　

職
員
の
仕
事
の
量
や
質
に
関

し
て
十
分
に
考
慮
が
な
か
っ
た

と
い
う
審
議
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
段
の
過
程
の
中
で
、
職

員
の
仕
事
の
質
や
量
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
と
い
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
地
方
分
権
の
時
代

に
お
い
て
、
職
員
の
力
と
い
う

資
源
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
主

眼
を
お
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛

成
し
ま
す
。

賛成
討論

反対
討論

３月定例会での条例改正　審議の過程
介護保険料率改定 上昇率は低いものの　負担の増加続く

一般職給与引き下げへ

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
保
険
料
率
の
改
定
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
条
例
の
改
正
案
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
標
準
月
額
で
175
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
Q
引
き
上
げ
の
経
緯
は
。

A
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
よ
り
給

付
費
全
体
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が

１
％
増
加
し
、
介
護
給
付
費
に
お
け

る
本
市
の
地
域
区
分
も
３
％
増
加
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
国
か
ら
市
へ
の
調

整
交
付
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
前

回
の
改
正
よ
り
は
低
い
率
で
す
が
、

引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

Q
引
き
上
げ
を
回
避
す
る
努
力
は

し
た
の
か
。

A
保
険
料
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
の
正
確
な
推
計
、

準
備
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
、

全
国
的
に
は
10
％
の
上
昇
で
す
が
、

本
市
は
３
・
８
％
の
上
昇
に
と
ど
め

ま
し
た
。

Q
介
護
給
付
の
支
出
率
が
低
い
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。

A
計
画
策
定
時
の
見
込
み
量
の
誤

差
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
新
年
度
の

予
算
編
成
は
実
績
を
再
度
精
査
し
て

算
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
職
の
給
与
に
つ
い
て
平

成
26
年
12
月
定
例
会
で
引
き
上

げ
に
関
す
る
条
例
改
正
を
行
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
今
般
の
人

事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
の
給

与
勧
告
に
基
づ
き
、
減
額
の
条

例
改
正
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
下
げ
率
は
月
額
最
大
４
・

78
％
、
平
均
約
２
％
の
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。

54億

52億

50億

0

53億5,402万
53億6,740万53億7,946万

52億5,290万 51億8,349万

H25 H26H23 H24 H27

　　　　　　　一般職員の人件費推移	 （円）

反対
討論

賛成
討論
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教育委員長が教育長と統合

　

袖
ケ
浦
市
企
業
立
地
促
進
条

例
の
改
正
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
、
袖
ケ
浦
椎
の

森
工
業
団
地
企
業
立
地
促
進
条

例
と
名
称
を
改
め
、
椎
の
森
工

業
団
地
２
期
地
区
の
誘
致
に
特

化
し
た
条
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
﹁
市
内
で
大
々

的
に
企
業
を
誘
致
で
き
る
場
所

は
椎
の
森
工
業
団
地
２
期
地
区

の
み
な
の
で
、
優
先
的
に
誘
致

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

奨
励
金
の
交
付
期
間
を
延
ば
す

と
と
も
に
、
地
元
雇
用
奨
励
金

を
増
額
し
、
新
し
い
分
野
、
産

業
に
つ
い
て
も
多
く
誘
致
し
た

い
。
雇
用
効
果
の
大
き
い
企
業

に
ぜ
ひ
来
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
﹂
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

臨
海
部
な
ど
他
の
地
域
に
つ

い
て
は
、
12
月
定
例
会
で
改
正

さ
れ
た
企
業
振
興
条
例
で
引
き

続
き
誘
致
を
促
進
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
袖
ケ
浦
市
の
企
業
誘

致
に
期
待
し
ま
す
。

　

半
世
紀
ぶ
り
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
制
定
、
改
正
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
大
き
く
４
点
が
変
わ
り
ま
す
。

Q
改
正
後
で
も
教
育
行
政
の
最
終

的
な
執
行
権
限
が
委
員
会
に
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
か
。

A
今
ま
で
の
権
限
関
係
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
の
間
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
教
育

会
議
の
設
置
に
よ
り
、
き
ち
ん
と

し
た
協
議
の
場
が
法
的
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

と
連
携
を
図
り
ま
す
。

Q
大
綱
は
、
国
の
教
育
振
興
基
本

計
画
を
参
酌
す
る
と
し
て
い
る
が
、

行
政
か
ら
の
統
制
が
強
ま
ら
な
い

か
。

A
国
の
教
育
基
本
法
に
基
づ
い
た

大
き
な
方
向
性
は
参
酌
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
必
要
な
事
項
は
教

Q
椎
の
森
工
業
団
地
１
期
地

区
の
実
績
は
。

A
12
社
す
べ
て
が
５
年
で
分
譲

完
了
し
ま
し
た
。

Q
誘
致
に
伴
い
、
市
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
い
く
の
か
。

A
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
を
行
い

ま
す
が
、
県
が
行
っ
て
い
る
企

業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
、

必
要
に
応
じ
て
市
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

Q
動
画
サ
イ
ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
の
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

く
方
針
も
出
さ
れ
た
が
、
英
語

字
幕
を
入
れ
る
な
ど
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
た
い
。

A
県
は
５
カ
国
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
海
外
企
業

へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
で
、
県
と

一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

育
委
員
会
や
総
合
教
育
会
議
で
協

議
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
政
治
的

な
中
立
性
を
損
な
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q
教
育
委
員
会
の
合
議
制
に
つ
い

て
改
正
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

A
合
議
体
で
あ
る
教
育
委
員
会
は
、

※

レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
、

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
要
素

が
あ
り
、
法
の
中
で
も
守
ら
れ
ま

す
し
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

※
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

行
政
を
部
分
的
に
市
民
に
委
ね
る
方

法
。
意
思
決
定
の
場
に
市
民
が
参
画
し

ま
す
。

①教育委員長と教育長が統合し、新しい教育
長職になります。
②教育委員会の会議議事録を公開します。
（袖ケ浦市はすでに公開済み）
③総合教育会議を設置します。（市長が招集）
④教育に関する大綱を市長が策定します。

市長

改正後

委員長

教育長を任命
兼任

教育長

事務局

委員委員委員委員

議会

同意

教育委員を
任命

事務局

教育委員会

議会

同意

市長

委員委員委員 委員教育長
教育長を任命

教育委員を
任命

教育委員会

椎の森工業団地の誘致に期待
地元雇用促進や、海外企業も視野に入れた幅広い誘致を！

市長と教育委員会がしっかりと連携を図り、責任の所在を明らかに

２期地区の造成が進んでいます

1期地区案内図
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一
般
会
計
補
正

�

税
収
増
で
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
な
し 

　

平
成
26
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
、
11

億
５
千
37
万
９
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
257
億
341
万
９
千
円
に
す
る
補
正
予
算
に

対
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q
財
政
調
整
基
金
の
増
加
理
由
に
つ
い
て
。

A
主
な
要
因
は
、
当
初
予
算
比
で
税
収
が
約
３
億

円
の
増
、
各
種
交
付
金
が
１
億
１
千
万
円
の
増

と
な
り
、
前
年
度
繰
越
金
も
当
初
計
上
の
３
億

円
が
決
算
で
は
７
億
４
千
672
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

を
せ
ず
、
積
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
H
26
年
度
末
残
高
は
39
億
７
千
229
万
円
の

見
込
み
で
す
。

Q
先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業
が
国
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
袖
ケ
浦
駅
海
側
公

共
用
地
の
活
用
方
針
は
。

A
地
方
創
生
の
動
向
や
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に

よ
る
保
育
需
要
の
検
討
も
必
要
と
な
り
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の
検
討
は

見
送
る
考
え
で
す
。

Q
三
箇
横
田
線
建
設
事
業
減
額
の
理
由
に
つ
い

て
。

A
県
道
長
浦
上
総
線
の
拡
幅
に
伴
う
用
地
交
渉

に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
分
の
事

業
費
に
係
る
減
額
と
建
物
補
償
の
見
込
み
や

測
量
に
係
る
減
額
で
す
。
同
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

  委員会レポート
　議会では、より詳しい審議をするために、3つの常任委員会に議案を付託し、審議しています。3月定例会
では、議案 26件が各常任委員会にて審議されました。以下は、議案審議内容の抜粋です。会議録はホームペー
ジで 6月頃に掲載予定です。

根
形
保
育
所
定
員
増
へ

�

条
例
改
正
で
入
所
要
件
な
ど
明
記

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
保
育
所
の
入
所
要
件
、
保
育
料
に
関
す
る
事

項
等
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

対
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q
根
形
保
育
所
の
定
員
が
増
員
に
な
る
理
由
は
。

A
２
年
以
上
入
所
率
が
120
%
を
超
え
る
状
態
の
場

合
は
、
国
か
ら
定
員
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
通

知
が
き
て
お
り
、
増
員
を
提
案
し
ま
し
た
。

Q
職
員
の
配
置
や
施
設
の
広
さ
の
問
題
は
な
い

か
。

A
乳
児
室
、
保
育
室
、
遊
戯
室
も
基
準
の
２
倍

を
超
え
る
広
さ
が
あ
る
の
で
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
人
員
の
配
置
に
努
め
ま
す
。

Q
保
育
所
の
入
所
要
件
で
保
護
者
の
就
労
時
間

の
規
定
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

A
本
市
の
入
所
要
件
は
月
64
時
間
で
す
。
ま

た
、
妊
娠
中
や
出
産
後
間
も
な
い
場
合
、
疾

病
、
災
害
の
場
合
な
ど
の
基
準
も
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

Q
平
川
地
区
で
は
、
幼
稚
園
も
定
員
割
れ
し
て

お
り
、
幼
保
連
携
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

A
子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
吉
野
田
保
育

所
、
平
川
保
育
所
、
中
川
幼
稚
園
の
幼
保
連
携

の
位
置
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。
庁
内
で
は
３
月

に
第
２
回
の
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も

内
容
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
補
正

�

市
道
延
長
減
に
よ
る
配
水
管
施
設
費
減

　

水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
支
出
及
び
資
本
的

支
出
を
合
わ
せ
て
８
千
844
万
２
千
円
の
減
額
補
正

と
な
り
、
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q
給
水
予
定
量
中
、
給
水
戸
数
は
増
加
し
て
い

る
が
、
給
水
人
口
が
減
少
し
て
い
る
理
由
は
。

A
給
水
戸
数
は
、
ア
パ
ー
ト
や
住
宅
が
増
え
た

こ
と
か
ら
当
初
の
予
定
よ
り
増
加
し
ま
し
た

が
、
給
水
人
口
は
、
予
定
よ
り
伸
び
ず
減
少

し
ま
し
た
。

Q
加
入
金
を
増
額
補
正
し
て
い
る
が
、
ど
の
く

ら
い
の
戸
数
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

A
蔵
波
で
開
発
中
の
住
宅
地
に
つ
い
て
、
一

部
年
度
内
に
加
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の
集
合
住
宅
で
も

一
部
加
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q
配
水
管
施
設
費
の
減
額
に
つ
い
て
。

A
主
な
内
容
と
し
て
、
市
道
の
建
設
に
伴
う
国

庫
補
助
金
の
減
額
に
よ
り
、
三
箇
横
田
線
及

び
川
原
井
林
線
の
市
道
が
延
長
減
と
な
っ
た

た
め
、
工
事
請
負
費
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま

た
、
上
泉
加
圧
場
の
改
修
工
事
な
ど
で
、
入

札
に
よ
り
工
事
費
や
委
託
費
が
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

Q
給
水
量
の
増
加
と
水
道
使
用
料
の
減
少
に
つ

い
て
。

A
上
泉
加
圧
場
の
洗
管
作
業
等
に
よ
る
事
業
用

水
の
増
加
と
、
漏
水
等
に
よ
る
不
明
水
の
増

加
で
す
。
漏
水
箇
所
は
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　
3
月
5
日

議
案
10
件

建
設
経
済
常
任
委
員
会　
3
月
6
日

議
案
６
件

総
務
企
画
常
任
委
員
会

 

３
月
４
日
、３
月
24
日

議
案
10
件
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議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。 ○＝原案賛成　●＝原案反対

議　案　名

議
決
結
果

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田　
美
智
江

長
谷
川　
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊　

恒
生

塚
本　

幸
子

福
原　

孝
彦

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
議
長
）

一般職の職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

特別職の職員等の給与の特例に関
する条例の一部を改正する条例の
制定

原案
可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度一般会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

平成27年度国民健康保険特別会計
予算

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

平成27年度後期高齢者医療特別会
計予算

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

平成27年度介護保険特別会計予算 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

介護保険条例の一部を改正する条
例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －




平成 27年 3月定例会の議決結果

　３月定例会では、議案 36件について決議し、すべての議案について原案のとおり可決されました。そのうち賛否が
分かれた案件は 7件でした。

全会一致で原案可決・同意・認定された議案等
○指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法等に関する基準
を定める条例の制定
○地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例の制定
○教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定
○特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び袖ケ浦市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
○職員定数条例等の一部を改正する条例の制定
○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
○手数料条例の一部を改正する条例の制定
○行政手続条例の一部を改正する条例の制定
○指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
○指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
○保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
○子ども・子育て支援会議条例の一部を改正する条例の制定
○企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定
○地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定
○市道路線の変更・認定（２件）
○基本協定の変更（奈良輪雨水ポンプ場整備工事（建築・施設工事））
○平成26年度一般会計補正予算（第５号）
○平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
○平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
○平成26年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
○平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
○平成26年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
○平成26年度水道事業会計補正予算（第３号）
○平成27年度農業集落排水事業特別会計予算
○平成27年度公共下水道事業特別会計予算
○平成27年度水道事業会計予算
○ホームヘルパー派遣手数料条例の一部を改正する条例の制定
○平成26年度一般会計補正予算（第６号）
詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ	http://www.city.sodegaura.lg.jp
　議会事務局　☎	０４３８（６２）３４５０（直通）

議決結果は
こちらから▶
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篠
﨑　
典
之　
議
員　
︵
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
︶

・
環
境
保
全
行
政
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

市
民
協
働
・
市
民
参
加

は
新
た
な
や
り
方
で
推

進
し
な
い
か
伺
う
。

Ｈ
26
年
度
、
行
政
内
部

に
お
い
て
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
意
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
﹁
協
働
の
指

針
﹂
を
策
定
し
協
働
の
考
え

方
や
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
民
向
け
の
指
針
も
次
年
度

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

「
第
２
期
地
域
福
祉
計

画
」
の
重
点
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

体
制
を
強
化
す
る
た

め
市
内
６
地
区
の
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
、
地
域
で
活
動
す
る

自
治
会
、
青
少
年
育
成
地

区
住
民
会
議
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
を
構
成
員
と

す
る
﹁
地
域
福
祉
推
進
地

区
懇
談
会
﹂
を
設
置
し
、

Ｈ
10
年
設
立
の
（
株
）

か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス

テ
ム
（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）
に
委
託
し

て
い
る
一
般
家
庭
ゴ
ミ
処
理

事
業
は
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
的
手

法
」
と
い
う
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

を
根
拠
と
す
る
の
か
。

資
金
調
達
な
ど
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
を
導
入
し
て
ま
す

が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
会

社
で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基

づ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

身
は
自
治
体
だ
け
に
債
務
負

担
を
さ
せ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
的
手

法
を
入
れ
た
運
営
は
お
か
し

い
。
施
設
老
朽
化
策
に
君
津

地
域
４
市
で
、
約
13
億
円
を

負
担
す
る
予
定
だ
が
、
出
資

し
て
利
益
を
得
て
き
た
新
日

鐵
住
金
ほ
か
、
構
成
各
社
も

出
資
比
率
に
応
じ
た
負
担
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
基

盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

H
27
年
度
か
ら
新
し
く

始
ま
る
「
子
育
て
応
援

プ
ラ
ン
」
の
重
点
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

保
育
所
の
入
所
待
ち
児

童
の
解
消
を
図
る
こ
と

が
最
も
重
要
な
課
題
と
認
識

し
、
昭
和
地
区
に
大
空
保
育

園
を
、
長
浦
地
区
に
小
規
模

保
育
事
業
を
開
設
す
る
予
定

で
す
。残

土
条
例
改
正
に
向
け

た
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｈ
25
年
６
月
に
否
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
行
政
懇
談
会
な
ど
で
地
元

住
民
か
ら
残
土
条
例
の
改
正

を
期
待
す
る
声
が
あ
り
、
ま

た
近
年
、
改
良
土
に
よ
る
埋

立
て
問
題
が
出
て
お
り
、
こ

れ
を
規
制
す
る
内
容
を
追
加

し
た
残
土
条
例
改
正
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
上
程

時
期
は
未
定
で
す
。

基
本
協
定
に
よ
る
負
担　

と
考
え
、
直
接
的
に

改
め
て
負
担
を
求
め
る
こ
と

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
一
般
管
理
費
削
減
、

株
式
配
当
は
こ
れ
か
ら
検
討

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

新
日
鐵
住
金
の
技
術
を

導
入
し
た
大
規
模
ゴ
ミ

焼
却
は
、
資
源
消
滅
で
再
資

源
化
で
は
な
い
。
ゴ
ミ
が
多

い
ほ
ど
経
費
が
安
い
な
ど
減

量
に
も
逆
行
す
る
。
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

事
業
評
価
等
も
行
い
、

Ｈ
34
年
度
以
降
、
ど
う

す
る
か
検
討
し
ま
す
。

市
長
と
し
て
憲
法
第
９

条
改
定
に
反
対
を
表
明

し
な
い
か
。

国
会
で
慎
重
審
議
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、

個
別
の
発
言
は
控
え
ま
す
。

施
政
方
針
の
主
要
政
策
の

具
体
策
に
つ
い
て

民
間
ご
み
処
理
施
設
老
朽

化
出
費
の
問
題
点

憲
法
第
９
条
改
定
に
反
対

表
明
を

QQ

QQ

QQ

QQ

A

AAA

AA

AA

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

市政を問う1010
が
人人

一般質問とは、市政のあらゆる疑問につ
いて、本会議の場で、市に対し議員が質問を
行うものです。
　各議員の質問項目と、各議員本人が作成し
た原稿を通告順に掲載しています。未掲載の
内容については、市のホームページで録画配
信しています。会議録は６月頃掲載予定です。

　
田
邊　
恒
生　
議
員　
　
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

・
施
政
方
針
の
主
要
政
策
の
具
体
策
に

つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
経
営
計
画
︵
第
６
次
行
政

改
革
大
綱
︶
の
取
組
み
に
つ
い
て
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励
波　
久
子　
議
員　
︵
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
︶

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
改
善
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

市
は
、「
協
働
の
ま
ち
」

を
旗
印
に
予
算
付
け
を

行
っ
て
い
る
が
、
は
た
し
て

「
活
力
あ
ふ
れ
る
袖
ケ
浦
」

に
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
先
進
地
の
宮
崎

県
の
例
を
参
考
に
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
的
に
進

め
て
い
か
な
い
か
。

日
向
市
：
数
箇
所
の
自
治
会

を
包
括
す
る
地
域
に
「
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
自
由
に
使
え
る
活

動
費
を
給
付
す
る
と
と
も
に
、

市
の
職
員
も
役
員
と
し
て
派

遣
し
、
市
民
が
参
加
し
や
す

い
形
を
整
え
て
い
る
。

宮
崎
市
：
活
動
に
参
加
し
や

す
い
60
歳
代
の
家
族
が
い

る
家
庭
に
、
地
域
活
動
や
生

き
が
い
づ
く
り
な
ど
を
具
体

的
に
記
し
た
情
報
誌
を
配
布

し
、
参
加
者
増
に
つ
な
げ
て

い
る
。

基
本
的
に
要
介
護
３
以

上
の
方
が
対
象
に
な
る

が
今
後
の
対
応
と
要
介
護
１
，

２
の
入
所
待
ち
68
名
の
方
へ

ど
の
様
に
説
明
す
る
の
か
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
待

機
の
方
へ
は
広
報
で
の
お
知

ら
せ
や
説
明
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
・
マ
マ
パ
パ
学
級

を
経
産
婦
も
希
望
者
は

参
加
可
能
に
す
る
こ
と
。
ま

た
保
健
師
を
増
や
し
、
回
数

や
内
容
を
充
実
さ
せ
な
い
か
。

希
望
さ
れ
る
方
に
は
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
広
報
も
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
師
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
を
18
歳
ま
で
拡
充

新
旧
セ
ン
タ
ー
の
給
食

残ざ
ん
さ渣

の
比
較
に
つ
い
て
。

一
食
当
り
の
お
か
ず
は

約
57
ｇ
か
ら
２
割
程
度

減
の
約
46
ｇ
、
ご
飯
は
約
48

ｇ
か
ら
５
割
程
度
減
の
28
ｇ

と
な
り
、
自
前
炊
飯
等
に
よ

る
温
か
い
給
食
の
効
果
が
出

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

給
食
残ざ

ん
さ渣

の
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

和
食
は
比
較
的
残ざ

ん
さ渣
が

多
く
出
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
和
食
を
提
供
し
、
食

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
も
、
食
育
を
推
進
す

る
上
で
学
校
給
食
の
目
標
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

提
供
に
つ
い
て
。

５
月
か
ら
除
去
食
の
提

供
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
今
後
総
合
的
に
判
断
し

て
、
対
象
食
品
の
拡
大
が
可

宮
崎
県
の
先
進
自
治
体

な
ど
の
事
例
も
参
考
に
、

自
治
会
な
ど
と
協
働
の
意
義

を
共
有
化
し
、
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

不
妊
は
、
若
い
夫
婦
に

と
っ
て
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
原
因
は
、
男
性
と
女

性
で
半
数
程
度
と
い
わ
れ
て

お
り
、
適
切
な
治
療
に
よ
り

子
ど
も
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
治
療
に
か
か

る
費
用
が
大
き
く
、
夫
婦
に

と
っ
て
負
担
と
な
る
。
ま
た
、

治
療
前
の
診
断
も
男
性
側
に

受
け
る
人
が
少
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
診
断
に
数
万

円
か
か
る
が
、
半
額
程
度
の

補
助
を
行
わ
な
い
か
。

県
内
で
は
、
浦
安
市
と

茂
原
市
が
診
断
の
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
実
績
や
効

果
を
調
査
し
て
対
応
し
ま
す
。

し
、
自
己
負
担
な
し
の
完
全

無
料
化
に
し
な
い
か
。

各
種
施
策
を
持
続
可
能

な
福
祉
施
策
と
し
て
維

持
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担

や
対
象
者
の
制
限
は
必
要
な

の
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

３
月
時
点
の
待
機
児
童

は
122
名
。
待
機
児
童
を

減
ら
す
に
は
正
規
保
育
士
の

割
合
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
計
画
的
に
採
用
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

銚
子
市
で
家
賃
滞
納
を

理
由
に
母
子
世
帯
の
悲

惨
な
事
件
が
起
き
た
。
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も

減
免
の
周
知
を
し
な
い
か
。

入
所
者
向
け
の
し
お
り

を
早
急
に
作
成
し
、
そ

の
中
で
減
免
制
度
に
つ
い
て

周
知
を
図
り
ま
す
。

能
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
よ
り
改
善
を
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
実
施
し
な
い
か
伺
う
。

他
の
自
治
体
で
も
定
期

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
、
そ
の
趣
向
や
残
渣

の
分
析
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
参
考
に
し

て
、
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
。

72
時
間
稼
働
す
る
非

常
用
発
電
機
及
び
100

ト
ン
の
受
水
槽
を
設
置
し
、

お
米
は
常
時
１
千
500
キ
ロ

を
保
管
し
て
お
り
、
非
常
時

に
約
１
万
５
千
人
分
の
御
飯

を
炊
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
人
員
は
、
徒
歩
で
参
集

で
き
る
近
隣
在
住
の
栄
養
士

及
び
調
理
員
が
現
在
８
名
在

籍
し
、
ほ
か
に
も
市
内
在
住

者
が
多
い
の
で
、
必
要
な
人

員
の
参
集
が
可
能
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
展

を

男
性
の
不
妊
診
断
の
補
助
を

４
月
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
要
件
が
変
わ
る

子
育
て
支
援
の
充
実
を
！

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
状

況
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
家
賃

　
　
減
免
制
度
周
知
へ

Q

QQQ

QQQ

Q

QQ

Q Q

AA

AAA

A A

AAA

A A

　
篠
﨑 　
龍
夫　
議
員　
　
　
︵
新
政
会
︶

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を

・
男
性
の
不
妊
診
断
の
補
助
を

　
粕
谷 　
智
浩　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
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村
田 　
稔　
議
員　
　
　
︵
創
袖
ク
ラ
ブ
︶

・
交
通
弱
者
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
業
務
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

高
速
道
路
上
の
バ
ス
停

設
置
に
つ
い
て
利
用
者

の
利
便
性
向
上
・
定
住
人
口

の
増
加
も
念
頭
に
多
方
面
か

ら
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

バ
ス
停
設
置
に
は
設
置

基
準
が
あ
り
、
ま
た
財

政
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

高
速
バ
ス
の
運
行
状
況
の
変

化
を
注
視
し
、
整
備
の
実
現

性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
指
定
状

況
を
伺
う
。

各
地
区
に
あ
る
公
民
館

５
館
を
指
定
し
、
今
後

は
、
民
間
施
設
も
指
定
に
向

け
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
事
業
に
つ
い
て
。

1
万
円
に
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
付
け
て

2
万
２
千
セ
ッ
ト
発
行
し

交
通
指
導
員
を
採
用
し

た
当
初
の
目
的
は
。

Ｓ
49
年
度
、
自
動
車
の

急
激
な
普
及
と
事
故
件

数
の
急
増
で
採
用
し
ま
し
た
。

講
じ
た
施
策
、
人
数
の

推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

保
育
所
や
学
校
等
で
の

交
通
安
全
教
室
や
街
頭

指
導
、
広
報
活
動
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
人
数
は
Ｓ
49
年

度
に
２
人
採
用
し
、
最
多
で

４
人
体
制
、
交
通
安
全
意
識

が
普
及
し
た
た
め
、
Ｈ
９
年

度
か
ら
は
１
人
体
制
で
す
。

交
通
安
全
教
室
等
の
開

催
回
数
の
増
減
は
。

Ｓ
58
年
度
は
131
回
。
Ｈ

25
年
度
は
109
回
で
す
。

回
数
減
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

関
係
機
関
と
の
連
携
や
、

各
施
設
の
自
立
指
導
実

施
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

高
速
バ
ス
の
利
用
状
況

と
見
通
し
を
伺
う
。

５
路
線
、
年
間
約
14　

万
２
千
便
が
運
行
さ
れ
、

約
117
万
人
の
乗
降
客
と
な
っ

て
お
り
、
当
面
は
こ
の
傾
向

が
続
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

利
用
促
進
と
利
便
性
向

上
に
つ
い
て
伺
う
。

乗
車
券
販
売
窓
口
の
改

修
や
案
内
板
設
置
な
ど

機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
新
規
路
線
誘
致
や
物

販
機
能
な
ど
利
便
性
向
上
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

金
田
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
進
捗
状
況
と
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｈ
27
年
度
中
の
開
設

に
向
け
、
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
利

用
状
況
を
堅
持
す
る
よ
う
、

袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

利
用
促
進
と
利
便
性
の
向
上

ま
す
。
小
規
模
店
の
使
用
限

定
も
用
意
し
大
型
店
分
と
併

せ
て
販
売
す
る
予
定
で
す
。

多
子
世
帯
を
対
象
と
し

た
生
活
支
援
事
業
は
。

子
育
て
応
援
券
を
交
付

す
る
予
定
で
す
。

地
域
経
済
を
担
う
中
小

・
小
規
模
企
業
へ
の
融

資
制
度
の
見
直
し
は
。

現
行
制
度
を
変
え
、
追

加
融
資
や
借
り
換
え
を

可
能
に
す
る
使
い
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

定
住
人
口
増
加
の
た
め
、

若
者
の
雇
用
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

袖
ケ
浦
椎
の
森
工
業
団

地
企
業
立
地
促
進
条
例

に
あ
る
地
元
雇
用
奨
励
金
の

増
額
等
の
優
遇
措
置
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
、
雇
用
効
果
が
高

い
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
、

雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

交
通
指
導
員
の
減
を
補

う
た
め
、
班
内
の
職
員

を
交
通
安
全
教
育
指
導
者
研

修
会
に
派
遣
し
な
い
か
。

警
察
職
員
の
協
力
に
よ

り
指
導
技
術
を
習
得
中

で
す
。
今
後
は
研
修
に
も
派

遣
し
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

県
内
の
状
況
と
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｈ
27
年
２
月
に
２
度

目
の
県
主
催
の
説
明
会

が
あ
り
、
改
め
て
年
度
内
に

各
市
の
意
向
確
認
を
実
施
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
県
の
方

針
に
従
い
適
切
に
準
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
各
市
に
先
駆
け
て

実
施
に
踏
み
切
る
予
定

が
あ
る
か
。

県
で
は
一
斉
に
移
譲
を

予
定
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
移
譲
の
時
期
が
示
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

周
辺
整
備
に
つ
い
て
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

市
街
化
調
整
区
域
に
指

定
さ
れ
、
農
業
振
興
地

域
で
も
あ
り
、
周
辺
整
備
は

難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
で
検
討
し
ま
す
。

南
北
自
由
通
路
の
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

歩
行
者
の
通
行
の
ほ
か

に
市
政
情
報
モ
ニ
タ
ー

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

市
の
情
報
発
信
を
図
る
た
め

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

駅
ホ
ー
ム
上
へ
の
待
合

室
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
状

況
に
応
じ
て
各
駅
へ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

特
急
停
車
駅
や
乗
り
換
え
駅

が
優
先
さ
れ
、
現
状
は
難
し

い
と
の
こ
と
で
す
。

市
長
の﹁
施
政
方
針
﹂か
ら

﹁
地
方
創
生
﹂
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
か
ら

地
域
消
費
を
喚
起
す
る
国

の
補
正
予
算
か
ら

交
通
弱
者
に
対
す
る
施
策

市
に
お
け
る
パ
ス
ポ
ー
ト
発

行
業
務
の
実
施
に
つ
い
て

袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

周
辺
整
備
の
取
組
み

長
浦
、
袖
ケ
浦
駅
へ
の
取

組
み

QQQ

QQQQ

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

AAA

AAA

AAA

AAA

AAA

AAAA

　
前
田　
美
智
江　
議
員　
　
　
︵
公
明
党
︶

・
平
成
27
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
地
方
創
生
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
鈴
木　
憲
雄　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

・
交
通
結
節
点
と
し
て
の
袖
ケ
浦
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
将
来
動
向
お
よ
び
周

辺
整
備
に
つ
い
て

・
長
浦
、
袖
ケ
浦
駅
舎
工
事
完
了
後
の

機
能
活
用
と
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
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一般質問市政を問う

少
子
高
齢
化
の
進
む
平

川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
。

平
川
地
区
は
農
業
が
盛

ん
な
地
域
、
経
営
規
模

拡
大
の
た
め
の
農
地
集
積
促

進
や
新
規
就
農
者
育
成
、
農

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

等
農
業
と
観
光
業
を
主
体
と

し
た
産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
な
道
路
交

通
網
を
確
保
す
る
た
め
、
市

道
三
箇
横
田
線
、
市
街
地
内

の
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

整
備
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

協
働
の
指
針
に
基
づ
き

防
災
、
教
育
、
福
祉
な

ど
自
治
会
や
各
種
団
体
と
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
自
主
防
災
組
織
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
方
創
生
に
向
け
た
総

合
戦
略
に
つ
い
て
。

人
口
減
少
の
克
服
と
地

方
創
生
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
﹁
安
定
し
た
雇
用

を
創
出
す
る
、
新
し
い
人
の

流
れ
を
作
る
、
若
い
世
代
の

結
婚
や
出
産
等
の
希
望
を
叶

え
る
、
時
代
に
合
っ
た
地
域

を
作
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地

域
を
連
携
す
る
﹂
と
い
う
基

本
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
持
つ
地
理
的
優
位

性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
Ｈ
27
年
度
中
に
総
合

戦
略
を
策
定
し
て
い
く
具
体

的
な
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

若
い
世
代
で
袖
ケ
浦
市

に
住
み
た
い
人
が
増
え

て
い
る
。
市
街
化
区
域
外
の

規
制
緩
和
地
区
の
開
発
面
積

と
戸
数
、
居
住
者
数
は
。

な
ど
、
自
治
会
と
行
政
が
共

通
の
認
識
を
持
っ
て
着
実
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。２

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
の
開
催
を
控
え
、

本
市
の
取
り
組
み
は
。

東
京
で
の
大
会
と
い
う

機
会
を
生
か
し
、
地
域

の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
魅
力
を
更
に
磨
き
、
交
流

人
口
の
増
加
な
ど
関
係
団
体

と
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
た　

地
域
づ
く
り
を
検
討
し

な
い
か
。

Ｈ
27
年
４
月
１
日
に

施
行
す
る
空
き
家
条
例

に
基
づ
き
、
地
域
と
連
携
し

て
適
正
な
管
理
に
取
り
組
み
、

本
市
へ
の
移
住
や
定
住
促
進

に
向
け
て
活
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

昭
和
地
区
で
、
約
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
240
区
画
、

480
人
。
長
浦
地
区
で
は
、
約

15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
480
区
画
、

約
１
千
20
人
で
す
。

市
街
化
調
整
区
域
で
の

宅
地
開
発
許
可
を
市
町

村
の
判
断
で
で
き
る
市
が
あ

る
が
、
事
務
処
理
市
と
し
て

方
向
性
を
進
め
な
い
か
。

事
務
処
理
市
へ
の
移
行

は
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、

庁
内
体
制
も
合
わ
せ
て
検
討

課
題
と
考
え
ま
す
。

欠
席
児
童
生
徒
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
状
況
、

進
路
の
未
決
定
に
つ
い
て
。

30
日
以
上
の
欠
席
者

は
小
中
学
校
で
78
名

で
あ
り
、
不
登
校
に
よ
る
欠

席
者
は
小
中
学
校
で
54
名

で
す
。
進
路
未
決
定
者
の
そ

の
後
の
状
況
全
て
を
把
握
す

る
の
は
困
難
で
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

人
を
呼
び
込
む
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か

長
期
欠
席
、
不
登
校
で
は
社

会
対
応
が
難
し
い
の
で
は

QQ

QQ

QQ

QQ

AA

A

AA

AAA

　
福
原　
孝
彦　
議
員　
　
　
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
篠
原　
幸
一　
議
員　
　
　
︵
新
風
会
︶

・
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て

　議会では、皆さんの日常に関わるさまざまなことについて審議しています。
　議場で議会を見てみませんか。予約は不要です。
　市役所市民課前、平川・長浦両行政センターでもテレビ中継を行っていますので、ぜひご覧ください。
　なお、議場等で直接傍聴できない場合は、議会本会議の映像をインターネットで公開していますので、
ぜひご覧ください。
　映像は、本会議終了後おおむね 10 日以内、会議録は会議終了後おおむね３ヶ月以内に掲載されます。議
会だよりの記事はすべて抜粋となっておりますので、併せて映像や会議録もご覧ください。
　音訳グループ「やまゆり」のご協力により、音声の議会だよりＣＤがあります。議会事務局にて貸し出
しを行っておりますので、お気軽にお問合せください。

議会を傍聴してみませんか

【市のホームページ】
http://www.city.sodegaura.lg.jp  から市議会のページをクリックしてご覧ください。
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　市議会では、２月28日に奈良輪雨水ポンプ場の現地
視察を行いました。
　建設業者及び電気工事業者から説明を受けながら、
強制排水時の水の移動経路や高潮位時を考慮した耐
水性、ゴミの除去やポンプ、電気系統設備などを視察し
ました。システムの状況や連絡経路、自家発電の状況、
ゲリラ豪雨への対応などの質問が出ました。
　雨水ポンプ場は、区域内の浸水被害を防ぐため、大雨
などの増水時に３機のポンプを使用し強制的に雨水を海
に排出します。雨水を運ぶ水路も整備が進んでいます。

　平川公民館内に４月１日に開設したひらかわ健康福
祉支援室。地域包括支援ひらかわサブセンター機能も
併せ持っており、平川地区の保健・福祉全般にわたる
相談拠点として期待されます。介護や障害、貧困などの
福祉相談や、母子手帳の交付、予防接種などの健康相
談、高齢者への訪問などを行っています。
　開設３年目のながうら健康福祉支援室では、平成26
年度に3,583件の相談・訪問を行いました。

奈良輪雨水ポンプ場稼働

ひらかわ健康福祉支援室オープン

　毎年４月、田植え前の日曜に行われる、
飯富地区にある飽

あきとみ
富神社のお田

た
植
う
え神
しん

事
じ
。
　氏子総代が刈ってきた「葭

よし
」と「楢

なら
」の

枝を苗結びに仕立て、神前に供え祈願し
たのち、すげ笠にたすき姿の「早

さ
乙
おと
女
め
」

が、石段下に集まった氏子たちに向かっ
てこの「葭

よしなえ
苗」を投げるという神事で

す。氏子達はその「葭
よしなえ
苗」を田植えまで

神棚に供え、田植えの時に水
みなぐち
口に立てて

豊作を祈願します。飽
あきとみ
富神社は１月に行

われる筒
つつがゆ
粥の神事でも有名な神社です。

表紙の写真から

＊一般質問通告一覧表は5月28日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊ 6月定例会の予定は、5月26日（火）に開催される議会運営委員会で正式決定
されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。
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6月定例会の予定

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

一般質問受付 議会運営委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

本会議
（一般質問）
9:30～

Topics

流入ゲートにて説明を受け、この後内部を視察

お気軽にご相談ください

早乙女が投げた葭苗を氏子たちが拾います


